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(1 号墓 )(415 年 ) から出土した嵌骨長方漆盒を挙げ
ることができる [ 遼寧省博物館 2015]。報告書に基


























ち、貝を実物より大きい 1.5 ～ 2mm サイズの四角
に切った ( 写真 4 左 )。四角形の貝を削り、各面の
内にくぼんだ部分を先に作った後、各角部分を丸く
加工し、全 60 個を完成させた ( 写真 4 中 , 右 )。最
後に遺物写真と比較しながら、写真のように配置し
て再現した ( 写真 5)。
図 1　北燕馮素弗墓出土 嵌骨長方漆盒
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写真 1　遺物出土状況 写真 2　中央および部分拡大
写真 3　中国浙江省湖州市の飛英塔出土経函 (五代 )
写真 4　螺鈿加工 (左：貝を四角に切る　中：辺を削る　右：完成 )
写真 5　88 号墳出土螺鈿 (左 )　再現写真 (右 )
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～元 , 福建美術出版社 .
原載 :
이
イ  ソ ン ジ ュ
선주 2015「대성동 88 호분 출토 나전 유사 유
물 복원 시도」『金海大成洞古墳群－ 85 号墳～
91 号墳』( 博物館学術叢書 15), 大成洞古墳博物
館 :198-200.






















デ属 (Acer. sp) の特徴を示す。
②鞘 ( 写真６~10)　　　写真 6 は 5 号墳象嵌刀の鞘
